
日　時

場　所

みずべの苑高齢者安心センター様

おおるりデイサービス居宅事業所様

ビコー訪問看護リハビリステーション様

エイプレ

運営推進会議議事録 令和8年3月27日

議題 議事内容

2026/3/27　14：00～15：30

出席者

内藤

定期巡回サービスについての説明

活動内容と取り組みについての説明

地域密着型としての連携についての説明

・職員数

所長１名、管理者１名、社員6名、パート10名(うち２名休職)

・利用者構成

年齢63～96歳

定期巡回：平均介護度4.0（１６名）

定期巡回Ⅲ（夜間訪問型）：平均介護度3.8（5名）

・ケア時間は平均概ね20分程

・ケア内容は身体介護、生活支援（必要に応じて訪問介護の対

応できるケアについてはどのような内容でも対応）（医療行為

は不可）

・記録について（スマケアやスラックの活用）

各自がスマホでどこにいても確認できる

スマケアについては家族や関係各所も登録すると確認できる

・事故報告について

服薬漏れ：ご家族様や他のヘルパーと協力して確認のタイミン

グを増やすなどで減少している

カテーテルのねじれ：よれねじれができてしまい尿がながれづ

らくなってしまった。退室後コールがあり再訪問にて対応

・感染対応

感染対応（防護対応）の用意と各ヘルパーの所持（１回分を配

布している）37.５度以上の継続や体調不良時にはご自宅に感染

対応用の箱とゴミ袋を置かせていただいている。

zoomにて視聴可

エイプレイス赤羽　事業所

志茂４丁目町会長様

訪問看護ステーションぱんだ様

エイプレイス赤羽　

大澤



定期巡回サービスについての説明

活動内容と取り組みについての説明

地域密着型としての連携についての説明

・職員数

所長１名、管理者１名、社員6名、パート10名(うち２名休職)

・利用者構成

年齢63～96歳

定期巡回：平均介護度4.0（１６名）

定期巡回Ⅲ（夜間訪問型）：平均介護度3.8（5名）

・ケア時間は平均概ね20分程

・ケア内容は身体介護、生活支援（必要に応じて訪問介護の対

応できるケアについてはどのような内容でも対応）（医療行為

は不可）

・記録について（スマケアやスラックの活用）

各自がスマホでどこにいても確認できる

スマケアについては家族や関係各所も登録すると確認できる

・事故報告について

服薬漏れ：ご家族様や他のヘルパーと協力して確認のタイミン

グを増やすなどで減少している

カテーテルのねじれ：よれねじれができてしまい尿がながれづ

らくなってしまった。退室後コールがあり再訪問にて対応

・感染対応

感染対応（防護対応）の用意と各ヘルパーの所持（１回分を配

布している）37.５度以上の継続や体調不良時にはご自宅に感染

対応用の箱とゴミ袋を置かせていただいている。

①要介護3と１　夫婦での利用

夫婦で何とかしていたが難しくなってきた

・生活全般を夫婦と娘様で支えてきたが身体的負担と精神面で

も疲労が見られるようになる

・はじめは１人の生活支援、服薬、塗布薬、排泄の確認程度の

手伝いから始める

・食事については２人分の用意と精神的な部分を支えられるよ

うに夫婦ともに契約を行い要介護１でも一緒に訪問できること

で１日３回訪問が可能となる。ケアを行いつつ日々のご様子を

見ていくことができた。

②要介護5（定期巡回Ⅲ）

自宅での生活のため１日複数回の体位交換を希望

・はじめは自動体交モードなど福祉用具の検討もするが身体を

しっかり動かして体位交換を希望される。

・定期的に同じタイミングでの訪問が難しいため夜間のみエイ

プレイスにて対応することとなる。

・定期巡回Ⅲ（夜間のコール対応と定時訪問）

他のサービスとの併用が可能なので夜間に必要としている身体

介護での利用

※定期巡回Ⅲについて

夜間に転倒などでのコール対応のみも可能

事例発表



・研修について

実技研修、動画研修、個別研修の3種類を毎月行っている。

・事業所会議について

パート含め全従業員を対象に毎月行っている。

内容としては虐待、感染対応、災害時対応などとケアについて

の情報交換と共有事項の確認など

・BCP委員会

災害対策内容と計画についての周知

感染症及び食中毒対策についての周知

実技訓練、机上訓練の実施

・現在の連携訪問看護事業所数22事業所

（前回から4事業所増）

・委託介護事業所

契約は３事業所、現在お願いしているのが2事業所

（増減なし）

・チーム連携として他訪問介護事業所との協力の呼びかけと委

託によるサービスの依頼について

定期巡回サービスを利用するか訪問介護を利用するかについて

のメリットデメリットをもとにより深く知っていただけるよう

に連携を組ませていただいている訪問看護と今までの対応の説

明

定期を使用している場合はデイサービスの利用回数が減ってし

まう。自宅でどうしても生活したいという方にはできる限りの

お手伝いができる。など実際にあった相談などをふまえて情報

共有とケアマネージャーへこのような実体験はなかったかなど

の聞き取り（薬を何個も飲んでしまう、朝夕で飲まないが単位

数がたりない、そのような方には定期であれば対応できること

など）

別紙参照

議題 議事内容

研修、BCP、事業所会議

について

連携契約について

定期巡回サービスの浸透と訪問

介護とどちらを利用するかの提

案、意見交換

内部評価と外部評価

備考欄

地域の取り組みとして

・北区で開催した認知症ケア向上研修への参加・志茂４丁目の防災訓練への参加


